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令和６年度  

葛生清掃センターごみ焼却施設等定期点検整備及び修繕業務委託仕様書 

           

        

[１]業務概要          

            

１．件 名          

葛生清掃センターごみ焼却施設等定期点検整備及び修繕業務委託  

            

２．履行場所            

佐野市あくと町３３６０番地 葛生清掃センター    

            

３．履行期間            

契約日から令和７年 ３月１９日（水）      

           

４．目的              

本修繕業務は、葛生清掃センターごみ処理施設等の経年老朽による機能低下や損壊し 

  て焼却業務を停止するおそれのある焼却炉設備及び不燃ごみを処理する破砕設備につ 

  いて点検整備及び修繕を行い機能を回復させ、安全・安定的かつごみ処理を効率よく実 

  施するために行うものとする。       

      

５．統一様式          

（１）受注者は、履行期間を通じ労働安全衛生法及びその他関係法令等を遵守するもの 

とする。 

 

（２）受注者の責により発注者又は第三者に損害を与えたときは、受注者はその損害の 

責を負うものとする。  

        

（３）本修繕業務の進捗管理については、適切に実施し、適宜監督職員に報告するもの 

とする。 

             

（４）受注者は本修繕業務により発生する廃材等については、発注者と協議し、適切な 

保管及び片付けを確実に実施するものとする。 

       

（５）本修繕業務において疑義又は不明な内容が生じた場合は、発注者、受注者の両者 

で協議し決定するものとする。 
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[２] 整備箇所  

            

１．燃焼設備            

 （１）炉内清掃、火格子点検・計測他（１，２号炉） 

① 各火格子の清掃点検を行う。 

② 不良火格子、サイドシールに割れ・過度な摩耗を確認した場合、交換・調整とす

る。 

【点検項目】 

・クリンカ等の噛み込み、熱歪み、摩耗、腐食、止め金等の緩み、 

空気孔の状態確認、火格子間隙間確認、ストローク計測（１４０ｍｍ） 

  

（２）耐火物修繕（１号炉）  

耐火物の修繕、また、それに伴う作業を行う。 

   

１）耐火物表面補修（燃焼室～ガス冷却室）     

ａ）表面剥離、劣化した箇所の表面補修を行う。 

ｂ）補修要領は、次のとおりとする。 

① 損傷部：乾式吹付工法によるキャスタブルによる表面補修。 

② 局部補修想定箇所：既設ｷｬｽﾀﾌﾞﾙ解体、破孔ｹｰｼﾝｸﾞ当板・ｱﾝｶｰ・金物溶接

後、吹付工法による補修。 

③ 軽微な損傷部（煉瓦・ｷｬｽﾀﾌﾞﾙ欠落部）パッチング材によるこて塗り施工。 

ｃ）修繕範囲は図面のとおりとする。  

耐火物局部補修（補修範囲図に示す想定箇所）及び各部位表面補修。 

ｄ）材料 

① 耐火キャスタブル（1500℃） 4,000kg 

② 断熱キャスタブル（1100℃） 850 kg 

③ 耐火キャスタブル（1600℃） 600kg 

耐摩耗 1600℃セルフフロー  

④ パッチング材（1600℃）  60kg 

⑤ アンカー・金物   1式 

⑥ 生体溶解性 1300℃ブランケット 2枚 

25ｘ600ｘ1200 

⑦ 鋼板     1式 

 

    ２）耐火物点検 

炉内幅測定、膨張目地幅測定等を実施し、その結果を書面により提出する。 

（書式は受注者書式とする。） 

         

３）足場仮設 

仮設範囲は燃焼室からガス冷却室天井部までとする。   

 

４）アンカー金物修繕        

ａ）既設アンカーの金物類の撤去及び取付を行う。 

ｂ）アンカー金物使用数量は断熱構成より算定すること。    
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５）その他    

ａ）本修繕の施工に必要な足場・機材の手配をする。    

ｂ）解体した耐火物は産業廃棄物として処分する。    

ｃ）クリンカ及びダスト除去・ 清掃を実施、クリンカについては主灰と一緒 

に保管し、処理するものとする。 

ｄ）リバウンドロスのフレコン詰め及び車両への積込みを行う。 

ｅ）発生材(耐火物)は、産業廃棄物として処理するが、処分にあたって実施す 

る分析の結果によっては、特別管理産業廃棄物として処分する。 

この場合は、監督員と協議の上、適正に処理を実施することとする。 

なお、発生材の測定分析項目は次の物質の含有量とする。 

① 測定分析は１炉につき１検体とする。（計２検体） 

② 測定分析項目 

・アルキル水銀       

 ・総水銀 

・カドミウム 

・鉛  

・六価クロム  

・砒素   

・セレン又はその化合物 

・ダイオキシン類 

ｆ）耐火物解体時のＤｘｎ対策の安全保護具は、「レベル３」とする。 

ｇ）キャスタブル混練場、吹付け機置場は集じん対策を実施する。 

ｈ）乾燥焚き昇温曲線、耐火物品質表を事前に提出する。 

 

（３）耐火物修繕（２号炉）       

   耐火物の修繕、また、それに伴う作業を行う。 

 

１）耐火物表面補修（燃焼室～ガス冷却室）     

ａ）表面剥離、劣化した箇所の表面補修を行う。 

ｂ）補修要領は、次のとおりとする。 

① 損傷部：乾式吹付工法によるキャスタブルによる表面補修。 

② 局部補修想定箇所：既設ｷｬｽﾀﾌﾞﾙ解体、破孔ｹｰｼﾝｸﾞ当板・ｱﾝｶｰ・金物溶接 

後、吹付工法による補修。 

③ 軽微な損傷部（煉瓦・ｷｬｽﾀﾌﾞﾙ欠落部）パッチング材によるこて塗り施工。 

ｃ）修繕範囲は図面のとおりとする。  

耐火物局部補修（補修範囲図に示す想定箇所）及び各部位表面補修。 

ｄ）材料 

① 耐火キャスタブル（1500℃） 4,000kg 

② 断熱キャスタブル（1100℃） 850 kg 

③ 耐火キャスタブル（1600℃） 600kg 

耐摩耗 1600℃セルフフロー  

④ パッチング材（1600℃）  60kg 

⑤ アンカー・金物   1式 

⑥ 生体溶解性 1300℃ブランケット 2枚 
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25ｘ600ｘ1200 

⑦ 鋼板 SS400    1式 

２)（２）２）～５）１号炉と同様とする。 

 

（４）火格子他金物取替 

火格子(可動・固定等)、サイドシール金物を納入する。 

【交換品】           

・燃焼用固定火格子 (日本鋳造製：NKK-X010型又は Y010型) ３８枚 

・燃焼用可動火格子 (日本鋳造製：NKK-X111型又は Y110型) ４４枚 

・No.２サイドシール金物 (日本鋳造製：ＮＫＫ型)      ８枚 

※同等品可。 

 

（５）サイドシール取付金物取替（１，２号炉） 

サイドシール取付金物を納入し交換を行う。 

【取替品】           

・サイドシール取付金物 ローラー、ピン、座金付き    ８枚 

① 既設サイドシールの撤去を行う。 

② 新規サイドシールの取付を行う。 

   

（６）火格子ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ｱﾝﾌﾟ整備（２号炉） 

火格子ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ｱﾝﾌﾟｾｯﾄを納入する。 

【部品】           

・ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ｱﾝﾌﾟｾｯﾄ 既設同等又は後継品          １式 

 

２．排ガス処理設備 

（１）ろ過式集じん器ろ布整備（１，２号炉共用） 

ろ過式集じん器ろ布を納入する。 

【納入品】           

・ろ布【B-10】φ150×4300L ２５本（同等品可） 

 

３．通風設備          

（１）誘引送風機出口煙道補修（２号炉） 

① 作業用足場等の仮設を行う。 

② エキスパンション部前後ケーシングの補修を行う。 

③ 誘引送風機出口側エキスパンションの交換を行う。 

④ 既設品流用し保温板金の復旧を行う。 

【取替部品】 

・出口側エキスパンション 既設同等又は後継品  １式 

・エキスパンション部前後ケーシング SS400   １式 

 

（２）煙突入口煙道補修（２号炉） 

① 作業用足場等の仮設を行う。 

② 腐食部ケーシングの補修を行う。 

③ 煙突入口エキスパンションの交換を行う。 
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④ 既設品流用し保温板金の復旧を行う。 

【取替部品】 

・鋼板 SS400      １式 

・煙突入口エキスパンション 既設同等又は後継品  １式 

 

４．灰出し設備          

(１）ダスト混練機 清掃点検・ロッドピン取替修繕（共通系） 

① 内部清掃点検を行う。 

② ロッドピン交換を行う。 

③ 試運転確認を行う。 

【取替部品】 

 ・ロッドピン （市支給品）          １０１本 

  

（２）ダスト搬出装置コンベヤチェーン交換（共通系 No.１，２） 

① コンベヤチェーン組品の交換を一部行う。 

② 試運転確認を行う。 

【取替部品】 

・コンベヤチェーン組品（市支給品 1.3ｍ×28巻程度）  １式 

  

５．電気・計装設備 

（１）CO計・塩化水素濃度計整備(1号炉)     

① CO計・塩化水素濃度計の点検整備を行う。   

② メンテナンス修繕キットの交換を行う。 

③ 交換後、試運転調整を行う。 

 

【取替部品】          

   ・ＣＯ計・ＨＣＬ計メンテナンス修繕キット      １式 

電極ｾｯﾄ、O ﾘﾝｸﾞ、ﾁｭｰﾌﾞ類 

ﾌｨﾙﾀ、ｴﾚﾒﾝﾄ 

   ｶﾞｽﾎﾟﾝﾌﾟ ASSY 

   電磁弁、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌﾟﾛｰﾌﾞ 

   純水、ｾﾝｻｰ、電子ｸｰﾗｰ 

   流量計等、その他消耗部品 

 

６．各設備共通          

(１）焼却設備、破砕設備の設備診断      

  ①各設備・点検整備対象以外のプラント機器の目視点検・確認を行う。 

  ②添付「設備診断」にて報告書の作成を行う。 



「葛生清掃センターごみ焼却施設等定期点検整備及び修繕業務委託」設備診断

NO 設備名称 数量 機器現状 判定 更新・メンテ必要理由及び特記事項

1） 投入扉 ２基

2） ダンピングボックス 1基

4） ごみ投入ホッパ ２基

5） 同上　水冷ジャケット ２基

耐火物

1式

1式

1式

1式

(3)マンホール 1式

金物

1式

1式

(2)サイドシール 1式

火格子駆動装置

(1)油圧ユニット 1式

(2)油圧シリンダー 1式

燃焼装置

（1）駆動軸 1式

（2）火格子駆動シリンダ 1式

6） 焼却灰搬出装置 1基

7） 助燃バーナ 2基

8） 燃焼用空気ダンパ 1式

ガス冷却室

(1)耐火物 1式

(2)ガス冷却室本体 1式

(3)ガス冷却水配管 1式

2） 燃焼用空気余熱器 2基

3） 余熱回収用空気余熱器 2基

バグフィルター

(1)ろ布 1式

(2)本体(ホッパー含む) 2基

(3)パルス配管 1式

(4）スクリューコンベヤ 1式

(5）バイパスダクト 1式

2） 押込送風機 2基

3） ２次送風機 2基

4） 余熱回収用送風機 2基

対象機器名称

1 受入供給設備
3） ごみクレーン １基

(2)燃焼段

(1)火格子

4）

5） 落塵灰搬出装置 2基

誘引送風機 2基

3 燃焼ガス冷却設備

1）

2 燃焼設備

1）

(1)乾燥段

2）

3）

4 排ガス処理設備
1）

5 通風設備

1）



NO 設備名称 数量 機器現状 優先順位 更新・メンテ必要理由及び特記事項

1） GAH下コンベヤ 2基

2） No.1ダスト搬出装置 1基

3） No.2ダスト搬出装置 1基

4） ダスト調湿装置 1基

5） 同上　ホッパ 1基

6） 同上　搬出装置 1基

1） 噴射水加圧ポンプ ３基

2） 機器冷却水ポンプ ３基

3） 排水処理設備 1式

1） 空気圧縮機 ２基

2） 温水タンク 1式

3） 破砕設備主要機器 １式

1） 中央監視盤 1式

2） 差圧発信器（均圧弁含む） 1式

3） 現場制御盤・操作盤 1式

4） 有害ガス除去装置制御盤　インバータ 1式

5） 各監視ITVカメラ 1式

6） 落じん灰搬出装置搬出装置現場操作盤追加 1式

7） GＡＨ下ダスト搬出装置現場操作盤 1式

判定凡例

　　B　：　直近での整備は必要ないが要経過観察、次回、定期点検整備時推奨

　　Ｃ　：　現状、問題なし

　　A　：　速やかな処置が必要、もしくは次回、定期点検整備時に必ず対応

6 灰出し設備

7） 灰クレーン 1基

対象機器名称

7 給排水設備

8 その他設備

9 電気計装設備



炉内清掃点検
（ １、２号炉 ）

炉内清掃点検
（ １、２号炉 ）

炉内清掃、火格子点検・計測他
（１、２号炉）

火格子他金物・サイドシール取付金物
含む



（燃焼室～ガス冷却室

各所表面補修、局部補修）

耐火物修繕

（1号炉）

（燃焼室～ガス冷却室

各所表面補修、局部補修）



（燃焼室～ガス冷却室

各所表面補修、局部補修）

耐火物修繕

（2号炉）

（燃焼室～ガス冷却室

各所表面補修、局部補修）



jfe102232
テキストボックス
火格子ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ｱﾝﾌﾟ整備
（2号炉用）

jfe102232
テキストボックス
ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ

jfe102232
テキストボックス
アンプ

jfe102232
線

jfe102232
線

jfe102232
長方形



jfe102232
テキストボックス
火格子ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ｱﾝﾌﾟ整備
（2号炉用）

jfe102232
テキストボックス
ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ

jfe102232
線

jfe102232
テキストボックス
アンプ

jfe102232
線

jfe102232
線

jfe102232
長方形



jfe102232
テキストボックス
ろ過式集じん器ろ布整備
（1,2号炉共用）

jfe102232
テキストボックス
ろ過式集じん器ろ布
（1,2号炉共用）

jfe102232
線

jfe102232
線

jfe102232
テキストボックス
ろ過式集じん器ろ布
（1,2号炉共用）

jfe102232
線



誘引送風機出口煙道補修

（2号炉）

誘引送風機出口煙道補修

（2号炉）



jfe102232
テキストボックス

jfe102232
テキストボックス
煙突入口煙道補修
（2号炉）

jfe102232
線



ダスト混練機 清掃点検・ﾛｯﾄﾞﾋﾟﾝ取替修繕（共通系）

ﾛｯﾄﾞﾋﾟﾝ取替



ダスト搬出装置コンベヤチェーン交換
（共通系No.1）

ダスト搬出装置コンベヤチェーン交換
（共通系No.1）



ダスト搬出装置コンベヤチェーン交換

（共通系No.2）

ダスト搬出装置コンベヤチェーン交換

（共通系No.2）



jfe102232
テキストボックス
CO計・塩化水素濃度計整備(1号炉）



jfe102232
テキストボックス
CO計・塩化水素濃度計整備(1号炉)



令和６年度

葛生清掃センターごみ焼却施設等定期点検整備及び修繕業務委託

設計書

佐　野　市

環境政策課



  総　括　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数量 単価 金　　　額 備　　考

令和6年度　佐野市葛生清掃センターごみ焼却施設等定期点検整備及び修繕業務委託

1 燃焼設備　　　　　　　　　　　　　　　　

 1-1 炉内清掃、火格子点検・計測他（1,2号炉） 式 1 別紙内訳参照

 1-2 耐火物修繕(1号炉) 式 1 〃

 1-3 耐火物修繕(2号炉) 式 1 〃

 1-4 火格子他金物取替（1,2号炉） 式 1 〃

 1-5 ｻｲﾄﾞｼｰﾙ取付金物取替（1,2号炉） 式 1 〃

 1-6 火格子ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ｱﾝﾌﾟ整備（2号炉） 式 1 〃

小計 式 1

2 排ガス処理設備

 2-1 ろ過式集じん器ろ布整備（1,2号炉共用） 式 1 別紙内訳参照

小計 式 1

3 通風設備

 3-1 誘引送風機出口煙道補修（2号炉） 式 1 別紙内訳参照

 3-2 煙突入口煙道補修（2号炉） 式 1 〃

小計 式 1

4 灰出し設備

 4-1 ダスト混練機整備ﾛｯﾄﾞﾋﾟﾝ取替修繕（共通系） 式 1 別紙内訳参照

 4-2 ダスト搬出装置ｺﾝﾍﾞﾔﾁｪｰﾝ交換（共通系No.1,2） 式 1 〃

小計 式 1

5 電気・計装設備

 5-1 CO計・塩化水素濃度計整備(1号炉) 式 1 別紙内訳参照

小計 式 1

6 各設備共通

 6-1 設備診断 式 1 別紙内訳参照

小計 式 1

合計 （税抜き）

消費税 （消費税10％）

総合計 （税込み）



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

 1 燃焼設備

 1-1 　炉内清掃、火格子点検・計測他（１、２号炉）

   1)  工事費

 炉内清掃点検（火格子上） 式 1

 火格子点検・計測 式 1

 不良火格子サイドシール交換・調整 式 1

小　計 A

   2)  諸費用　

 運搬車両費･交通費 式 1

 Dxn類ばく露防止対策費 式 1

 機械工具損料 式 1

小　計

直接工事費合計 B

 安全管理費 式 1 C＝B×6％

 現場管理費 式 1 D＝(B+C)×5％

 一般管理費 式 1 E=(B+C+D)*13％

 法定福利費 式 1 F＝A×15％

小　計

合　計



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

 1-2 　耐火物修繕（１号炉）

   1)  材料費

 各所表面補修、局部補修

　耐火キャスタブル（1500℃） ｋｇ 4,000

　断熱キャスタブル（1100℃） ｋｇ 850

　耐火キャスタブル（1600℃） ｋｇ 600

　　耐摩耗1600℃セルフフロー

　パッチング材（1600℃） ｋｇ 60

　アンカー・金物 式 1

　生体溶解性1300℃ブランケット 枚 2

　　25ｘ600ｘ1200

　鋼板 式 1

小　計

   2)  工事費

 燃焼室～ガス冷却室

 養生・片付け 式 1

 足場架設・撤去 式 1

 耐火物解体 式 1

 耐火物施工 式 1

 アンカー・金物取付 式 1

 当板補修 式 1

 塗装 式 1

小　計 A

   3) 諸費用

 運搬車両費･交通費 式 1

 Dxn類ばく露防止対策費 式 1

 機械工具損料 式 1

 耐火物分析費用 式 1

 産廃処分費用（運搬・処分） 式 1

小　計

直接工事費合計 B

 安全管理費 式 1 C＝B×6％

 現 場 管 理 費 式 1 D＝(B+C)×5％

 一 般 管 理 費 式 1 E=(B+C+D)*13％

 法定福利費 式 1 F＝A×15％

小　計

合　計



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

 1-3 　耐火物修繕（２号炉）

   1)  材料費

 各所表面補修、局部補修

　耐火キャスタブル（1500℃） ｋｇ 4,000

　断熱キャスタブル（1100℃） ｋｇ 850

　耐火キャスタブル（1600℃） ｋｇ 600

　　耐摩耗1600℃セルフフロー

　パッチング材（1600℃） ｋｇ 60

　アンカー・金物 式 1

　生体溶解性1300℃ブランケット 枚 2

　　25ｘ600ｘ1200

　鋼板 式 1

小　計

   2)  工事費

 燃焼室～ガス冷却室

 養生・片付け 式 1

 足場架設・撤去 式 1

 耐火物解体 式 1

 耐火物施工 式 1

 アンカー・金物取付 式 1

 当板補修 式 1

 塗装 式 1

小　計 A

   3) 諸費用

 運搬車両費･交通費 式 1

 Dxn類ばく露防止対策費 式 1

 機械工具損料 式 1

 耐火物分析費用 式 1

 産廃処分費用（運搬・処分） 式 1

小　計

直接工事費合計 B

 安全管理費 式 1 C＝B×6％

 現 場 管 理 費 式 1 D＝(B+C)×5％

 一 般 管 理 費 式 1 E=(B+C+D)*13％

 法定福利費 式 1 F＝A×15％

小　計

合　計



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

 1-4 火格子他金物取替（１、２号炉）

   1)  材料費

 燃焼用固定火格子 枚 38
NKK製

(同等品)

 燃焼用可動火格子 枚 44 〃

 Ｎｏ．２サイドシール金物 枚 8 〃

小　計

   2)  諸費用　

 運搬車両費 式 1

小　計

合　計



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

1-5 サイドシール取付金物取替（１、２号炉）

1)  材料費

 サイドシール取付金物 枚 8

　ローラー、ピン、座金付き

小　計

  2)  工事費

 サイドシール取付金物交換 式 1

小　計 A

3)  諸費用　

 運搬車両費･交通費 式 1

 Dxn類ばく露防止対策費 式 1

 機械工具損料 式 1

小　計

直接工事費合計 B

 安全管理費 式 1 C＝B×6％

 現場管理費 式 1 D＝(B+C)×5％

 一般管理費 式 1 E=(B+C+D)*13％

 法定福利費 式 1 F＝A×15％

小　計

合　計



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

1-6 火格子ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ｱﾝﾌﾟ整備（２号炉）

1)  材料費

 ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ｱﾝﾌﾟｾｯﾄ 式 1

小　計

   2)  諸費用　

 運送費 式 1

小　計

合　計

燃焼設備　合計 式 1



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

2 排ガス処理設備

2-1 ろ過式集じん器ろ布整備（1,2号炉共用）

1)  材料費

 ろ布 本 25

小　計

   2)  諸費用　

 運送費 式 1

小　計

合　計

排ガス処理設備　合計 式 1



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

3 通風設備

3-1  誘引送風機出口煙道補修（2号炉）

   1)  材料費

 出口側エキスパンション 式 1

 エキスパンション部前後ケーシング 式 1

小　計

   2)  工事費

 段取り養生・材料搬入出・足場仮設 式 1

 エキスパンション取付部補修 式 1

 エキスパンション交換 式 1

 保温施工　既設品流用 式 1

小　計 A

   3)  諸費用　

 運搬車両費･交通費 式 1

 Dxn類ばく露防止対策費 式 1

 機械工具損料 式 1

小　計

直接工事費合計 B

 安全管理費 式 1 C＝B×6％

 現場管理費 式 1 D＝(B+C)×5％

 一般管理費 式 1 E=(B+C+D)*13％

 法定福利費 式 1 F＝A×15％

小　計

合　計



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

3-2 煙突入口煙道補修（2号炉）

  1) 材料費

鋼板 SS400 式 1

煙突入口エキスパンション 式 1

小　計

  2) 工事費

段取り養生・材料搬入出・足場仮設 式 1

煙突入口部当板補修 式 1

煙突入口エキスパンション交換 式 1

保温施工　既設品流用 式 1

撤去品搬出・片付け清掃 式 1

小　計 A

  3) 諸費用　

運搬車両費･交通費・宿泊費 式 1

Dxn類ばく露防止対策費 式 1

機械工具損料 式 1

小　計

直接工事費合計 B

安全管理費 式 1 C＝B×6％

現 場 管 理 費 式 1 D＝(B+C)×5％

一 般 管 理 費 式 1 E=(B+C+D)*13％

法定福利費 式 1 F＝A×15％

小　計

合　計

通風設備　合計 式 1



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

4 灰出し設備

4-1  ダスト混練機　清掃点検・ﾛｯﾄﾞﾋﾟﾝ取替修繕（共通系）

  1)  材料費

 ロットピン 本 （101） 材料支給

小　計 ―

  2)  工事費

 段取り養生・資機材搬入出・片付け清掃 式 1

 清掃点検 式 1

 ロットピン交換 式 1

 試運転調整 式 1

小　計 A

  3)  諸費用　

 運搬車両費･交通費 式 1

 Dxn類ばく露防止対策費 式 1

 機械工具損料 式 1

小　計

直接工事費合計 B

 安全管理費 式 1 C＝B×6％

 現 場 管 理 費 式 1 D＝(B+C)×5％

 一 般 管 理 費 式 1 E=(B+C+D)*13％

 法定福利費 式 1 F＝A×15％

小　計

合　計



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

4-2  ダスト搬出装置コンベヤチェーン交換（共通系No.1,2）

  1) 材料費

 コンベヤチェーン組品（1.3ｍ×巻） 巻 （28） 材料支給

小　計 ―

  2) 工事費

 段取り養生・資機材搬入出・片付け清掃 式 1

 コンベヤチェーン組品交換 式 1

 試運転調整 式 1

小　計 A

  3)  諸費用　

 運搬車両費･交通費 式 1

 Dxn類ばく露防止対策費 式 1

 機械工具損料 式 1

小　計

直接工事費合計 B

 安全管理費 式 1 C＝B×6％

 現 場 管 理 費 式 1 D＝(B+C)×5％

 一 般 管 理 費 式 1 E=(B+C+D)*13％

 法定福利費 式 1 F＝A×15％

小　計

合　計

灰出し設備　合計 式 1



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

5 電気・計装設備

5-1 CO計・塩化水素濃度計整備(1号炉)

　

  1) 材料費

ＣＯ計・ＨＣＬ計メンテナンス修繕キット 式 1

　　電極ｾｯﾄ、Oﾘﾝｸﾞ、ﾁｭｰﾌﾞ類

　　ﾌｨﾙﾀ、ｴﾚﾒﾝﾄ

　　ｶﾞｽﾎﾟﾝﾌﾟASSY

　　電磁弁、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌﾟﾛｰﾌﾞ

　　純水、ｾﾝｻｰ、電子ｸｰﾗｰ

　　流量計等の消耗部品

小　計

  2) 工事費

　段取り養生・資機材搬入出・片付け清掃 式 1

　点検整備 式 1

　部品交換 式 1

　試運転調整 式 1

小　計 A

  3) 諸費用　

運搬車両費･交通費・宿泊費 式 1

Dxn類ばく露防止対策費 式 1

機械工具損料 式 1

小　計

直接工事費合計 B

安全管理費 式 1 C＝B×6％

現 場 管 理 費 式 1 D＝(B+C)×5％

一 般 管 理 費 式 1 E=(B+C+D)*13％

法定福利費 式 1 F＝A×15％

小　計

合　計

電気・計装設備　合計 式 1



内　訳　明　細　表

 符 号 項　　　　　　　　目 単 位 数　量 単　　価 金　　　額 備　　考

6 各設備共通

6-1  設備診断

   1)  点検費

 機器点検、報告書作成 式 1

小　計 A

 諸費用　

 運搬車両費･交通費 式 1

 Dxn類ばく露防止対策費 式 1

 機械工具損料 式 1

小　計

直接工事費合計 B

 安全管理費 式 1 C＝B×6％

 現 場 管 理 費 式 1 D＝(B+C)×5％

 一 般 管 理 費 式 1 E=(B+C+D)*13％

 法定福利費 式 1 F＝A×15％

小　計

合　計

各設備共通　合計 式 1


